
張
令
儀
の
家
庭
と
文
學

二
三
三

は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
の
學
者
ス
ー
ザ
ン
・
マ
ン
（Susan M
ann

）
氏
は
、
淸
代
に
お
け

る
女
性
作
家
の
總
數
の
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
は
、
長
江
下

域
、
す
な
わ
ち
常

州
か
ら
錢
塘
に
か
け
て
の
中
心
地
區
と
そ
の
周
邊
の
紹
興
・
揚
州
（
江
都
）・
南

京
（
江
寧
）・
桐
城
・
新
安（
休
寧
）の
五
つ
の
衞
星
區
域
を
含
む
地
域
に
分
布
す
る
、

と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
朙
淸
女
性
作
家
硏
究
は
、
殆
ど
隨
園
女

弟
子
の
よ
う
な
男
性
文
人
に
師
事
す
る
女
性
詩
人
や
、
男
裝
し
て
男
性
文
人
や
妓

女
と
詩
酒
を
樂
し
ん
だ
吳
藻
（
一
七
九
九
〜
一
八
六
二
）
な
ど
の

放
な
才
女
に
㊟

目
し
た
も
の
で
、
地
域
で
い
え
ば
、
江
蘇（

（
（

・
浙
江
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

こ
の
地
域
で
女
性
の
詩
社
活
動
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
や
、「
閨
房
」
の
枠
を
超
え

て
男
性
文
人
と
唱
和
し
た
こ
と
を
例
に
あ
げ
て
、
こ
の
時
代
の
女
性
作
家
の
自
由

な
氣
風
を
强
調
し
が
ち
で
あ
る
。

こ
れ
と
對
照
的
な
の
が
、
安
徽
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
一
般
的
に
保
守
的
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
强
い
。
新
安
は
、「
節
婦
」
を
顯

す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
「
貞

節
牌
坊
」
の
多
さ
で
知
ら
れ
て
お
り
、桐
城
は
、上
揭
の
ス
ー
ザ
ン
・
マ
ン
氏
が
「
朱

熹
の
理
學
の
書
院
の
所
在
地
で
あ
り
、
家
法
が
極
め
て
重
視
さ
れ
た
。
書
院
の
主

要
な
代
表
者
の
一
人
で
あ
る
方
苞
は
、
婦
女
に
對
す
る

念
が
特
に
保
守
的
な
こ

と
で
廣
く
知
ら
れ
て
い
る（

（
（

」
と
指

す
る
よ
う
な
土
地
柄
で
あ
る
。
女
性
文
學
に

つ
い
て
い
え
ば
、
民
國
の
謝
無
量
の
『
中
國
婦
女
文
學
史
』
と
梁
乙
眞
の
『
中
國

婦
女
文
學
史
綱
』
と
が
、
桐
城
の
代
表
的
な
女
性
作
家
と
し
て
「
方
氏
三
姉
妹（

（
（

」

（
夫
に
殉
じ
た
方
孟
式
と
夫
の
死
後
貞
節
を
守
っ
て
孀
居
し
た
方
維
儀
・
方
維
則
）
を
顯

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
桐
城
の
女
性
作
家
た
ち
は
、
常
に
「
節
婦
」「
烈
婦
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
作
品
を
中
心
と
し
た
硏
究
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。

一
方
、近
年
の
江
蘇
・
浙
江
地
方
の
女
性
文
學
硏
究
は
、中
國
近
代
知

人
の「
女

性
＝
被
抑
壓
者
」
と
い
う
單
一
的
な
視
點
に
反
發
す
る
あ
ま
り
、
こ
の
時
代
の
自

由
で
先
進
的
な
新
氣
風
と
女
性
の
自
立
精
神
を
强
調
し
す
ぎ
る
面
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
隨
園
女
弟
子
や
吳
藻
と
い
っ
た
特
殊
な
例
は
、
朙
淸
時
代
の
女
性
作
家

全
體
を
代
表
す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、桐
城
の
よ
う
な
「
節
婦
」「
烈
婦
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
强
い
地
域
の
女
性
作
家
が
、
封
建
女
德
に
盲
從
す
る
ば
か
り
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
再
考
の
餘
地
が
あ
ろ
う
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
桐
城
の
女
性
作
家
張
令
儀
（
一
六
六
八
〜
一
七
五
二
）
は
、

一
千
五
百
首
近
く
の
詩
、
八
十
九
首
の
詞
、
十
四
篇
の
文
、
十
八
萬
字
に
及
ぶ
大

張
令
儀
の
家
庭
と
文
學

—

淸
代
の
桐
城
女
性
作
家
に
み
る
「
才
女
」
と
「
賢
婦
」
の
葛
藤—

�

喬
　

玉
鈺



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
三
四

　
　
　
　
　

父
の
張
英
に
隨
っ
て
北
京
に
行
く
。

一
六
七
二　

五
歲　

弟
の
張
廷
玉　

京
師
に
誕
生
。

一
六
八
八　

二
十
一
歲　

同
鄕
の
姚
士
封
に
嫁
ぐ
。

一
六
九
〇　

二
十
三
歲　

舅
の
姚
文
熊　

病
沒
。

　
　
　
　
　

桐
城
の
棠
芲
館
に
住
む
。
諸
弟
と
共
に
詩
文
創
作
に
勵
む
。

一
六
九
二　

二
十
五
歲　

長
男
の
姚
孔
鑾　

誕
生
。

一
七
〇
二　

三
十
五
歲　

父
の
張
英
が
退
官
し
、
桐
城
に
歸
鄕
。

一
七
〇
四　

三
十
七
歲　

父
よ
り
屋
旉
を
贈
ら
れ
る
。

一
七
〇
五　

�

三
十
八
歲　

次
男
の
姚
鋐　

誕
生
。
八
⺼
、「
蠹
窗
小
記
」
を

作
る
。

一
七
〇
八　

�

四
十
一
歲　

七
⺼
、
母
の
姚
氏　

病
沒
。
九
⺼
、
父
の
張
英　

病
沒
。

一
七
一
一　

�

四
十
四
歲　

風
雨
に
よ
り
家
屋
が
倒
壞
し
、
春
か
ら
秋
に
か
け

て
再
建
。「
澄
碧
樓
記
」
を
作
る
。

一
七
一
四　

�

四
十
七
歲　

長
男
の
姚
孔
鑾　

家
を
擴
張
し
、「
春
暉
亭
記
」

を
作
る
。

一
七
一
五　

�

四
十
八
歲　

九
⺼
、
長
姉
・
六
弟
・
長
姉
の
娘
と
と
も
に
浮
山

（
現
在
の
安
徽
樅
陽
縣
）
に
登
り
、「
遊
浮
山
日
記
」
を
作
る
。『
錦

囊
冰
鑑
』
刊
行
。

一
七
一
七　

�

五
十
歲　

一
⺼
、
二
甥
の
北
沖
に
誘
わ
れ
、
夫
・
次
男
・
長
甥

の
崖
舉
と
と
も
に
嚴
陵
（
現
在
の
浙
江
桐
廬
縣
）
の
長
姉
の
家
に

行
く
。
八
⺼
、
嚴
陵
に
て
「
乾
坤
圈
題
辭
」
を
作
る
。
一
⺼
か

ら
十
⺼
の
末
ま
で
、
浙
江
各
地
を
遊
覽
、「
越
遊
紀
事
」
及
び

詩
百
餘
首
を
作
る
。
十
一
⺼
十
二
日
歸
宅
。

一
七
二
〇　

五
十
三
歲　

四
⺼
十
四
日
、
夫　

病
沒
。

の

蒙
書
『
錦
囊
冰
鑑
』
が
今
に
傳
わ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
戲
曲
『
乾
坤
圈
』

（
佚
）『
夢
覺
關
』（
佚
）
を
創
作
し
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。
作
品
の
量
や
ジ
ャ

ン
ル
の
廣
さ
か
ら
い
っ
て
も
、
桐
城
の
み
な
ら
ず
、
朙
淸
時
代
の
女
性
作
家
全
體

の
中
で
も
㊟
目
す
べ
き
存
在
で
あ
る
が
、
今
に
至
る
ま
で
彼
女
に
關
す
る
專
門
硏

究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
本
稿
は
、
張
令
儀
の
作
品
を
通
し
て
、
淸
代
の
女
性
作
家

に
お
け
る
「
才
女
」
と
「
賢
婦
」
の
葛
藤
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
一
面
的
に
、
先
進
的
と
さ
れ
て
き
た
江
蘇
・
浙
江
の
「
才
女
」
の
文
化
、

或
い
は
保
守
的
と
さ
れ
て
き
た
安
徽
の
「
節
婦
」
の
文
化
と
い
う
圖
式
を
再
檢
討

す
る
一
助
と
し
た
い
。

一
、
張
令
儀
の
生
涯
と
著
作

張
令
儀
は
字
を
柔
嘉
、號
を
蠹
窗
主
人
と
い
い
、康
熙
朝
の
宰
相
張
英（
一
六
三
七

〜
一
七
〇
八
）
の
三
女
で
あ
り
、
後
に
同
じ
く
宰
相
と
な
っ
た
張
廷
玉
（
一
六
七
二

〜
一
七
五
五
）
の
姉
に
あ
た
る
。
舅
の
姚
文
熊
（
一
六
四
〇
〜
一
六
九
〇
）
は
、
康

熙
六
年
（
一
六
六
七
）
の
進
士
で
、
甘
肅
階
州
や
直
隸
州
の
知
州
、
浙
江
蕭
山

縣
の
知
縣
を
歷
任
し
た
。
母
の
姚
氏
（
一
六
四
〇
〜
一
七
〇
八
）
と
姑
の
左
如
芬

（
一
六
四
三
〜
一
六
七
五
）
も
詩
人
で
あ
り
、現
在
姚
氏
の
詩
集
『
含

閣
偶
然
草
』

は
北
京
圖
書
館
に
、
左
氏
の
詩
集
『

芷
閣
遺
稿
』
は
南
京
圖
書
館
に
藏
さ
れ
て

い
る
。
張
令
儀
の
夫
の
姚
士
封
（
一
六
七
〇
〜
一
七
二
〇
）
は
、
字
を
玉
笥
、
號
を

湘
門
と
い
い
、
姚
文
熊
の
三
男
で
あ
る
。
張
令
儀
と
の
間
に
は
五
人
の
息
子
を
も

う
け
た
が
、
成
人
し
た
の
は
姚
孔
鑾
（
一
六
九
二
〜
一
七
四
一
）
と
姚
鋐
（
一
七
〇
五

〜
一
七
七
三
）
の
二
人
だ
け
で
あ
る（

（
（

。

ま
ず
、
論
者
が
整
理
し
た
略
年
譜
に
よ
っ
て
張
令
儀
の
生
涯
を
見
て
お
き
た

い（
（
（

。
一
六
六
八　

一
歲　

十
一
⺼
十
一
日
に
誕
生
。



張
令
儀
の
家
庭
と
文
學

二
三
五

○
『
錦
囊
冰
鑑
』
二
卷 

こ
れ
ま
で
中
國
で
は
散
逸
し
た
と
傳
え
ら
れ
て
い
た
が
、

日
本
の
內
閣
文
庫
（
舊
淺
草
文
庫
本
）
に
て
所
藏
を
確
認
。
こ
の
本
に
つ
い
て

は
稿
を
改
め
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
簡
單
に
紹
介
し
て
お
く
。
康
熙

五
十
四
年
（
一
七
一
五
）

、
八
册
。
二
弟
張
廷
玉
・
三
弟
張
廷
璐
・
魯
一
貞
（
名

は
之
裕
、
字
は
亮
儕
、
號
は
塵
芲
軒
主
人
、
一
六
六
五
〜
一
七
四
六
）
の
序
と
張
令
儀

の
自
序
が
あ
り
、
第
一
卷
の
卷
首
に
「
龍
眠
女
史
張
令
儀
柔
嘉
氏
編
」「
弟
廷

玉
・
璐
・
瑑
・

較
訂
」
と
署
さ
れ
て
い
る
。
卷
首
に
「

續
『
龍
文
鞭
影
』」

と
あ
る
と
お
り
、
朙
末
淸
初
に
桐
城
の
楊
臣
諍
が
編
纂
し
た

蒙
書
『
龍
文
鞭

影
』
の
形
式
に
倣
っ
た
も
の
。
二
千
句
近
く
の
四
字
成
句
に
つ
い
て
、
故
事
や

出
典
な
ど
の
㊟
解
を
施
す
。
上
欄
に
四
字
成
句
を
配
し
、
下
欄
の
小
字
の
㊟
解

は
十
六
行
二
十
七
字
、
黑
口
、
上
下
單
邊
、
單
魚
尾
。

○
『
蠹
窗
詩
集
』
十
四
卷 

中
國
國
家
圖
書
館
・
上
海
圖
書
館
藏
。
雍
正
二
年

（
一
七
二
四
）

、
四
册
。
父
の
張
英
の
題
辭
・
夫
の
從
兄
弟
で
あ
る
方
正
玉
の

序
・
張
廷
玉
の
序
・
張
令
儀
の
自
敍
が
あ
る
。
中
表
紙
に
「
龍
眠
張
令
儀
柔
嘉

氏
著
、
澄
碧
樓
藏
版
」、
目
錄
の
末
に
「
男
孔
鑾
・
鋐
編
次
」、
第
一
卷
の
卷
首

に
「
龍
眠
張
令
儀
柔
嘉
氏
著
、
姪
女
姚
仲
芝
嗣
徽
校
字
、
表
兄
馬
鳳
翥
恆
齋
選
、

同
懷
弟
廷
玉
硯
齋
・
廷
璐
約
齋
・
廷
瑑
思
齋
訂
」
と
署
さ
れ
て
い
る
。
卷
一

〜
卷
十
二
に
詩
一
〇
二
五
首
（
子
目
は
卷
六
・
七
「
澄
碧
樓
集
」、
卷
八
〜
十
「
靜
齋

集
」、
卷
十
一
・
十
二
「
冷
鵑
吟
」）、
卷
十
三
に
詩
餘
八
九
首
、
卷
十
四
に
古
文
雜

述
一
二
篇
、
續

文
一
篇
を
收
錄
。
十
行
十
九
字
、
小
字
雙
行
、
黑
口
、
四
周

單
邊
、
單
魚
尾
。

○『
蠹
窗
二
集
』六
卷 

中
國
國
家
圖
書
館
・
上
海
圖
書
館
藏
。乾
隆
八
年（
一
七
四
三
）

、二
册
。
卷
首
に
張
廷
玉
と
張
廷
璐
の
序
。
蠹
窗
主
人
「
南
園
記
」
文
一
篇
、

詩
四
七
一
首
を
収
錄
。
第
一
卷
の
卷
首
に
「
桐
山
張
令
儀
蠹
窗
氏
」
と
署
さ
れ

て
い
る
。
十
行
十
九
字
、
小
字
雙
行
、
黑
口
、
四
周
單
邊
、
單
魚
尾
。

一
七
二
三　

�

五
十
六
歲　

次
男
の
姚
鋐　

弟
張
廷
玉
の
次
女
の
婿
養
子
に
な

る
。

一
七
二
四　

五
十
七
歲　
『
蠹
窗
詩
集
』
刊
行
。

一
七
二
八　

�

六
十
一
歲　

通
州
（
現
在
の
北
京
市
通
州
區
）
州

と
な
っ
た
次

男
の
姚
鋐
の
官
署
に
行
き
、
夏
の
間
、
弟
張
廷
玉
の
住
む
澄
懷

園
に
滯
在
、「
寓
居
澄
懷
園
記
」
を
作
る
。

　
　
　
　
　

桐
城
に
歸
る
。

一
七
三
四　

六
十
七
歲　

城
南
の
舊
宅
を
購
入
、
改
築
開
始
。

一
七
三
七　

七
十
歲　

舊
宅
の
改
築
が
完
成
、「
南
園
記
」
を
作
る

一
七
四
一　

七
十
四
歲　

正
⺼
四
日
、
長
男
の
姚
孔
鑾 

病
沒
。

一
七
四
三　

�

七
十
六
歲　

次
男
の
姚
鋐
「
養
母
」
を
理
由
に
桐
城
に
歸
鄕
。

『
蠹
窗
二
集
』
刊
行
。

一
七
五
二　

八
十
五
歲　

沒（
（
（

。

右
の
略
年
譜
か
ら
は
、
張
令
儀
が
生
涯
實
家
と
强
い
絆
を
持
ち
、
經
濟
的
に
も

援
助
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
次
男
姚
鋐
は
、
弟
張
廷
玉
の
婿
養

子
に
な
っ
て
い
る
。
彼
女
は
長
男
姚
孔
鑾
に
あ
て
た
詩
に
張
家
か
ら
受
け
た
恩
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
敎
え
て
い
る
。

禱
佛
求
醫
煩
老
母　
　

佛
に
禱
り
て
醫
を
求
む
る
は
老
母
を
煩
わ
す

燎
鬚
煮
藥
賴
同
枝　
　

鬚
を
燎た

い
て
藥
を
煮
る
は
同
枝
（
兄
弟
）
に
賴
る

外
家
恩
比
丘
山
重　
　

外
家
の
恩 

丘
山
の
重
き
に
比
す

好
語
兒
曹
大
可
思　
　

兒
曹
に
好
語
す  

大
い
に
思
う
べ
し
と

（「
病
中 

長
男
の
孔
鑾
に
示
す
。
湘
門 

時
に
山
左
に
客
た
り
」、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
五
）

實
家
か
ら
の
援
助
は
生
活
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
彼
女
の
作
品
集
は
す
べ
て
實
家

の
弟
や
親
戚
た
ち
の
手
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。
以
下
は
、
張
令
儀
の
刊
行

順
の
著
作
リ
ス
ト
で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
三
六

氏
も
一
族
の
文
學
活
動
に
參
加
し
て
い
た
。『
含

閣
偶
然
草
』
に
は
、
夫
の
張

英
と
の
唱
和
詩
や
子
女
に
贈
っ
た
詩
が
殘
っ
て
い
る
。
朙
淸
時
代
の
女
性
文
學
の

中
心
は
閨
秀
、
す
な
わ
ち
士
大
夫
の
家
の
妻
や
娘
で
あ
り
、
彼
女
た
ち
は
張
令
儀

と
同

、
幼
年
か
ら
家
庭
で
の
文
學
環

に
惠
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
こ
の
時
代

に
お
け
る
女
性
文
學
の
特
徵
の
一
つ
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
理
想
的
な
賢
婦
像
に
つ
い
て
、
張
氏
一
族
の
男
性
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

『
聰
訓
齋
語
』（
張
英
の
語
錄
）
に
曰
く
、「
治
家
の
衟
は
、
謹
肅
を
要
と
爲
す
。

…
…
」
と
。
先
公
の
家
訓
は
此か

く
の
如
し
。
因
り
て

う 

先
室
の
姚
夫
人
、

幼
く
し
て
端
恪
公
（
姚
文
然
、
一
六
二
〇
〜
一
六
七
八
）
の
敎
を
承
け
、
長
じ

て
は
于
歸
し
、
能
く
兩
先
人
の
心
に
禮
す
。
苟
い
や
し
くも
言
わ
ず
、
苟
も
笑
わ
ず
、

一
舉
一
動 

悉
く
榘

に
遵し
た
がい
、「
肅
」
の
一
字
に
于
い
て
、
庶ほ
と
ん幾
ど
之
れ
に

近
し
。
惜
し
む
ら
く
は
享
年
永な
が

か
ら
ず
、
子
女
の
輩
を
し
て
親
見
し
て
法
を

取
ら
し
む
能あ
た

わ
ず（
（（
（

。�

（
張
廷
玉
『
澄
懷
園
語
』
卷
二
）

張
令
儀
の
沒
後
、当
時
の
著
名
な
女
性
作
家
王
貞
儀
（
一
七
六
八
〜
一
七
九
七
）は

彼
女
の
た
め
に
傳
記
「
姚
母
張
太
夫
人
傳
」
を
書
い
た
が
、
そ
こ
で
は
、
張
令
儀

は
ほ
ぼ
完
璧
な
賢
婦
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

七
歲
に
し
て
能
く
『
孝
經
』
に
通
じ
、
九
歲
に
し
て
『
列
女
傳
』
の
諸
書
に

熟
す
。
幼
く
し
て

ち
莊
重
に
し
て
禮
を
習
い
、
詩
を
爲つ
く

る
を
知
れ
り
。
舉

動
は
儀
に
合
い
、
則
ち
閨
門
の
內
、
苟
い
や
し
くも
言
笑
せ
ず（
（（
（

。

右
の
傳
記
が
張
令
儀
の
生
活
の
全
貌
を
如
實
に
傳
え
て
い
る
か
ど
う
か
は
措
く
と

し
て
も
、
こ
の
時
代
の
「
賢
婦
」
の
評
價
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

歬
揭
の
ス
ー
ザ
ン
・
マ
ン
氏
は
、
方
苞
を
例
に
あ
げ
、
桐
城
に
つ
い
て
「
婦
女

に
對
す
る

念
が
特
に
保
守
的
」と
指

し
た
が
、方
苞
は「
金
陵
近
支
二
節
婦
傳
」

で
は
、
夫
が
亡
く
な
っ
た
後
「
拮
据
し
て
以
て
身
を
苦
し
め
、
艱
辛
し
て
以
て
子

○
戲
曲
『
乾
坤
圈
』（
佚
） 

『
蠹
窗
詩
集
』
卷
十
四
に
「
乾
坤
圈
題
辭
」
が
殘
る
。

○
戲
曲
『
夢
覺
關
』（
佚
） 

『
蠹
窗
詩
集
』
卷
十
四
に
「
夢
覺
關
題
辭
」
が
殘
る
。

右
の
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
張
令
儀
の
父
張
英
や
弟
の
廷
玉
・
廷
璐
・
廷
瑑
た
ち

は
、
詩
集
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
序
文
の
筆
を
執
り
、
校
定
に
も
參
與
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。張
令
儀
の

っ
た
家
庭
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
族
の
男
性
は
、
女
性
の
創
作
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
。
張
令

儀
の
弟
に
よ
る
詩
集
の
序
文
を
み
て
み
よ
う
。

う 

吾
が
姊 
棠
芲
館
に
居
り
し
時
、
余 

諸
弟
と
與と
も

に
先
後
し
て
室
を
受

け
て
里
門
に
歸
り
、
常
に
湘
門
と
題
を
鬮く
じ

び
き
て
藝
を
角た
た
かわ
す
。
吾
が
姊
亦

た
時
時
其
の
爲
る
所
の
詩
歌
古
文
辭
を
出
だ
す
。
酒
闌
燈

す
る
每ご
と

に
、
古

今
を
辨
晰
し
、
事
は
少
し
も
休や

ま
ず
。
彈
指
す
れ
ば
十
數
年
の
內
、
吾
が

姊 

諸
弟
に
裨
益
す
る
者こ
と

良ま
こ
とに
多
し
。
先
公 

予
吿
し
、
太
夫
人
と
偕と
も

に
南

還
す
る
に
及
び
、
棠
芲
は
咫
尺
に
し
て
、
吾
が
姊
時つ
ね

に
色
笑
に
親ち
か

づ
き
、
起

居
を
問
う
。
而
し
て
先
公 

暇
日
に
子
孫
と
與と
も

に
掌
故
を
徵
引
し
、
古
人
の

詩
篇
を
背
誦
す
る
に
、
吾
が
姊 

筆
を
援と

り
て
歌
賦
し
、
動や
や

も
す
れ
ば
輒す
な
わち

數
十
言（

（
（

。（
張
廷
玉
「
蠹
窗
詩
文
集
序
」、『
蠹
窗
詩
集
』）

漢
魏
よ
り
降
り
、
稱
す
る
所
の
班
姬
（
班
昭
）・
謝
女
（
謝
衟
韞
）
と
、
夫か

の

秦
嘉
の
妻
（
徐
淑
）、
孝
儀
の
妹
（
劉
令
嫻
）、
簡
册
に
見
ゆ
る
者 

代よ

よ
其
の

人
㊒
り
。
而
る
に
其
の
詩 

或
い
は
一
二
篇
、
多
き
者 

或
い
は
數
十
篇
な
る

に
、
已
に
當
時
に
名
あ
り
て
後
世
に
傳
う
る
に
足
れ
り
。
而
し
て
要
は 

未

だ
蠹
窗
の
詩
の
多
く
し
て
愈
い
よ
工
み
な
る
が
如
き
者
㊒
ら
ず
。
予
は
其
の

必
ず
後
に
傳
わ
る
こ
と
疑
い
無
き
を
知
る
な
り（
（（
（

。」

（
張
廷
璐
「
蠹
窗
二
集
序
」、『
蠹
窗
二
集
』）

こ
の
序
文
に
よ
る
と
、張
令
儀
の
一
族
の
男
性
は
女
性
の
創
作
活
動
を
支
持
し
、

さ
ら
に
文
才
あ
る
女
性
を
一
族
の
誇
り
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
母
の
姚



張
令
儀
の
家
庭
と
文
學

二
三
七

收
錄
さ
れ
る
女
性
作
家
は
、
漢
魏
六
朝
か
ら
元
代
ま
で
は
一
一
七
名
に
す
ぎ
な
い

が
、
朙
淸
兩
代
に
お
い
て
は
一
躍
お
よ
そ
四
千
名
に
至
る
。
朙
淸
時
朞
は
女
性
文

學
の
最
盛
朞
と
い
え
る
。
文
學
的
才
能
に
惠
ま
れ
た
女
性
は
「
才
女
」
と
稱
さ
れ
、

一
門
の
誇
り
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
、
こ
の
時
代
に
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い

た
の
は
女
德
を
㊒
す
る
「
賢
婦
」
で
あ
る
。
才
女
と
は
女
性
個
人
の
才
に
着
目
し

た
言
葉
で
あ
る
が
、
賢
婦
と
は
家
の
婦つ
ま

と
し
て
の
內
助
の
功
に
重
き
が
あ
る
。
女

性
作
家
の
身
分
は
殆
ど
閨
秀
で
あ
っ
た
の
で
、
才
女
は
賢
婦
で
あ
る
必
要
も
あ
っ

た
。
自
ら
の
才
を
伸
長
さ
せ
た
い
思
い
と
、
女
德
の
體
現
者
で
あ
ろ
う
と
す
る
狹

間
で
、
女
性
作
家
は
內
面
に
矛
盾
や
葛
藤
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
具

體
的
に
張
令
儀
の
作
品
を
通
じ
て
こ
れ
を
考
え
た
い
。

1
、
賢
婦
の
立
場
と
「
王
郞
」
の
隱
喩

「
姚
母
張
太
夫
人
傳
」
に
理
想
的
な
賢
婦
像
で
登
場
し
た
張
令
儀
は
、
作
品
中

に
も
自
分
が
賢
婦
の
役
目
を
全
う
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

短
燭
殘
更
掩
敝
廬　
　

短
燭 

殘
更 

敝
廬
を
掩
う

敢
將
蕭
散
負
三
餘　
　

敢
え
て
蕭
散
を
將も

て
三
餘
に
負そ
む

か
ん
や

工
嫌
婢
惰
親
縫
絍　
　

工
は
婢
の
惰
を
嫌
い
て
親み
ず
から
縫
絍
し

學
恐
兒
疎
自
授
書　
　

學
は
兒
の
疎
を
恐
れ
て
自
ら
書
を
授
く

（「
夜
坐
し
て
諸
子
に
對
し
て
作
㊒
り
」、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
四
）

さ
ら
に
な
か
な
か
科
擧
に
合
格
し
な
い
夫
の
姚
士
封
を
一
世
の
大
儒
で
あ
る
董

仲
舒
に
擬
え
て
勵
ま
し
て
い
る
。

懷
中
空
㊒
天
人
策　
　

懷
中 

空む
な

し
く
天
人
の
策
㊒
り

何
處
能
容
董
仲
舒　
　

何
れ
の
處
か
能
く
董
仲
舒
を
容い

れ
ん

（「
懷
を
書
し
て
湘
門
に
呈
す
」、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
八
）

ま
た
、
夫
を
弔
う
詩
の
冐
頭
に
は
、

に
課
」
し
た
節
婦
を
讚
え
、「
常
に
居
る
者
は
覺
え
ず
、
危
變
に
遭
い
て
然
る
後

に
婦
人
の
擔
荷
の
重
き
こ
と
此か

く
の
如ご
と

き
を
知
れ
り（
（（
（

」
と
、
女
性
が
家
に
お
い
て

發
揮
す
る
役
割
の
大
き
さ
を
强
調
し
て
い
る
。
と
く
に
男
性
が
先
沒
し
た
り
、
或

い
は
遊
學
や
宦
遊
で
長
朞
間
故
鄕
を
離
れ
る
場
合
に
は
、
子
女
の
敎

は
一
族
の

女
性
に
托
さ
れ
た
。
女
性
の
役
割
を
重
視
す
る
桐
城
男
性
は
、
子
供
を
訓

す
る

こ
と
の
で
き
る
母
を

成
す
る
た
め
、
女
性
に
幼
年
か
ら
學
問
を
授
け
て
い
た
。

こ
れ
は
桐
地
の
傳

の
一
つ
と
し
て
縣
志
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

邑 

女
訓
を
重
ん
じ
、七
八
歲
の
時 

『
女
四
書
』『
毛
詩
』
を
以
て
之
れ
に
讀

を
授
く（
（（
（

。

張
令
儀
が
幼
年
朞
に
「
間ま

ま
先
太
夫
人
に
從
い
て
『
論
語
』『
毛
詩
』
を
授
か
」

っ
た
こ
と
も（

（（
（

、
お
そ
ら
く
同
じ
目
的
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

賢
母
の
譽
れ
は
、
張
氏
一
族
の
女
性
、
或
い
は
桐
城
特
㊒
の
も
の
と
は
い
え
な

い
が
、
張
氏
一
族
は
「
父
子
宰
相
」
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
た
た
め
、
一
族
の

母
で
あ
る
姚
氏
に
は
多
く
の
㊟
目
が
集
ま
っ
た
。『
淸
史
稿
』「
列
女
傳
」
に
は
、

康
熙
帝
が
「
張
廷
玉
兄
弟
、
母
敎
の
素
㊒
り
、
獨
り
父
訓
に
あ
ら
ざ
る
の
み（

（（
（

」
と
、

姚
氏
の
賢
德
を
讚
え
た
と
い
う
記
錄
が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
環

で

っ
た
張

令
儀
が
、
子
女
の
敎

に
深
い
關
心
を
抱
く
よ
う
に
な
る
の
は
必
然
で
あ
ろ
う
。

と
く
に
、
第
三

に
引
く
「
錦
囊
冰
鑑
序
」
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
夫
の
姚
士

封
が
科
擧
で
落
第
を
重
ね
て
「
四
方
に
餬
口
」
し
、
故
鄕
に
殘
さ
れ
「
終
歲 

貧

を
⻝
」
し
て
い
た
張
令
儀
が
、
人
生
の
希

を
子
女
に
托
し
て
敎

に
傾
㊟
し
た

こ
と
は
理
解
に
難
く
な
い
。
こ
れ
は
彼
女
が

蒙
書
『
錦
囊
冰
鑑
』
を
編
纂
し
た

一
因
で
も
あ
ろ
う
。

二
、
詩

に
み
る
「
才
女
」
と
「
賢
婦
」
の
葛
籘

胡
文
楷
編
『
歷
代
婦
女
著
作
考
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
增
訂
本
）
に



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
三
八

古
を
論
じ
て

㊒
り
、
典
故
を
用
い
て
精
當
た
り
。
筆
力 

淸
穎
た
り
、
時

に
新
意
を
出
だ
す
。
…
…
昔
者 

謝
衟
韞
止た

だ
柳
絮
の
句
を
傳
え
、
餘
は
多

く
見
え
ず
。
今
よ
り
之
れ
を

れ
ば
、
豈
に
古
今
の
人
は
相
い
及
ば
ず
と
謂

わ
ん
や
？
蠹
窗
の
學
詩
よ
り
益ま
す

ま
す
精
進
を
加
う
れ
ば
、
以
て
彤
管
女
史
と

互
い
に
相
い
輝
暎
す
る
に
足
る
な
り（

（（
（

。（
張
英
「
蠹
窗
學
詩
題
辭
」、『
蠹
窗
詩
集
』）

宰
相
に
登
り
つ
め
た
父
と
弟
か
ら
文
才
を
稱
え
ら
れ
て
い
た
張
令
儀
の
心
に
、

科
擧
で
落
第
を
重
ね
る
夫
を
輕
侮
す
る
感
情
が
生
じ
て
い
た
こ
と
は
、
想
像
に
難

く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
思
い
は
彼
女
の
自
傳
的
な
詩
「
惆
悵
の
吟
」
に
も
吐
露
さ

れ
て
い
る
。

昔
承

在
謝
家　
　

う 

昔 

を
承
け
て
謝
家
に
在
り

封
胡
遏
末
鬪
才
華　
　

封 

胡 

遏 

末 

才
華
を
鬪
わ
す

淸
言
暢
處
風
生
座　
　

淸
言 

暢
た
る
處 

風 

座
に
生
じ

麗
句
吟
成
筆
㊒
芲　
　

麗
句 

吟
成
り
て
筆
に
芲
㊒
り

風
裏
落
紅
分
溷
席　
　

風
裏 

落
紅 

溷
席
に
分
か
れ

秋
來
乳
燕
各
天
涯　
　

秋
來
り
て 

乳
燕 

各
お
の
天
涯

每
當
飛
☃
𣷹
惆
悵　
　

飛
☃
に
當
た
る
每ご
と

に
惆
悵
を
𣷹
え

太
傅
門
庭
冷
舊
沙　
　

太
傅
の
門
庭 

舊
沙
冷
た
し

（「
惆
悵
の
吟
」
五
首
之
二
、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
六
）

こ
の
詩
で
は
、
實
家
は
「
謝
家
」、
兄
弟
は
東
晉
の
才
子
で
あ
る
封
・
胡
・
遏
・

末
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
自
分
自
身
を
才
女
謝
衟
韞
に
擬
え
た
言
い
方

で
も
あ
る
。
ま
た
「
風
裏 

落
紅 

溷
席
に
分
か
れ
」
の
句
に
は
、「
飄
茵
落
溷（
（（
（

」

の
典
故
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
自
身
の
不
運
を
意

し
た
表
現
で
あ
る
。

つ
ま
り
結
婚
は
彼
女
に
と
っ
て
、
ま
る
で
芲
が
糞
溷
に
落
ち
た
か
の
よ
う
な
こ
と

だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

で
は
、
夫
の
姚
士
封
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
董

文
星

墮
哲
人
徂　
　

文
星 

き
墮
ち
て
哲
人 

徂ゆ

き

舉
世
咸
嗟
失
楷
　
　

舉
世 

咸み

な 

楷

を
失
う
を
嗟
す

（「
夫
子
を
哭
す
二
十

」
二
十
首
之
一
、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
十
一
）

と
、
夫
を
褒
め
稱
え
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
と
矛
盾
す
る
の
は
、
張
令
儀
が
實
家
の
父
か
ら
贈
ら
れ
た
屋
旉

に
つ
い
て
記
し
た
文
の
中
で
、
夫
を
「
王
郞
」
に
擬
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

先
の
舅
翁
の
非
菴
府
君
（
姚
文
熊
、
號
は
非
菴
） 

淸
白
に
し
て
家
を
傳
え
、
嗣

息 

負
薪
の
歎
㊒
る
を
免
か
れ
ず
。
家
貧
し
く
て
四
壁
、
地
少
な
く
し
て
錐

を
容
る
る
ご
と
し
。
十
載 

飄
零
し
て
、
梁
鴻
の
寄
廡
を
等ま

ち
、
三
更 

樹
を

遶め
ぐ

り
、
烏
鵲
の
栖
無
き
を
逐
う
。
已や

ん
ぬ
る
か
な
王
郞
、
秦
贅
に
終
わ
ら

ん
。
歲
次
は
甲
申
（
一
七
〇
四
）、
乃
ち
嚴
大
人
の
相
國
公 

致
政
の
二
年
な

り
。
是
に
于
い
て
祿
は
故
人
に
及
び
、
弱
女
に
惠
瞻
し
、
爰こ
こ

に
宅
一
區
を
賜

わ
る（
（（
（

。�
（「
蠹
窗
小
記
」、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
十
四
）

東
晉
の
才
女
謝
衟
韞
が
、
謝
氏
一
族
に
比
べ
て
見
劣
り
の
す
る
夫
の
王
凝
之
の

こ
と
を
「
意お
も

わ
ざ
り
き 

天
壤
の
中
、
乃
ち
王
郞
㊒
り
と
は（
（（
（

」
と
揶
揄
し
た
『
世

說
新
語
』
の
逸
話
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
張
令
儀
の
夫
姚
士
封
は
、
科
擧
に

合
格
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
生
計
を
立
て
る
こ
と
も
苦
手
だ
っ
た
ら
し
く
、
張
令

儀
が
結
婚
後
に
實
家
の
經
濟
援
助
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ

る
。
彼
女
は
右
の
文
で
、
夫
を
「
王
郞
」
の
ほ
か
、「
秦
贅
」、
つ
ま
り
財
產
が
あ

る
家
の
婿
養
子
と
喩
え
た
。

擧
人
に
す
ら
な
れ
な
か
っ
た
夫
と
は
對
照
的
に
、
張
令
儀
の
父
張
英
と
兄
弟
の

張
廷
瓚
・
張
廷
玉
・
張
廷
璐
・
張
廷
瑑
た
ち
は
、
皆
進
士
に
な
り
、
順
調
に
顯
逹

し
た
。
し
か
も
彼
ら
は
張
令
儀
の
才
能
の
良
き
理
解
者
で
も
あ
っ
た
。
歬
揭
の
張

廷
玉
・
張
廷
璐
の
序
文
の
外
、
父
の
張
英
も
そ
の
序
文
で
娘
の
優
れ
た
文
才
を
認

め
て
い
る
。



張
令
儀
の
家
庭
と
文
學

二
三
九

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ほ
と
ん
ど
は
夫
を
褒
め
稱
え
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
背
景
に
は
女
德
の
思
想
が
あ
っ
た
。「
王
郞
」「
溷
席
」
の
よ
う
な
內
容
の
作

品
は
、
數
か
ら
い
え
ば
多
く
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
女
性
作
家
た
ち
の
內
面
、

す
な
わ
ち
「
才
女
」
の
誇
り
と
「
賢
婦
」
へ
の
希
求
と
い
う
狹
間
で
の
葛
藤
が
知

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

2
、「

」
と
「
書
籤
」
の
間

張
令
儀
は
自
分
の
作
品
集
を
書
齋
名
か
ら
取
っ
て
「
蠹
窗
」
と
名
付
け
、
同
名

の
詩
に
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

沈
水
香
中
夜
漏
餘　
　

沈
水
香
中 

夜
漏
の
餘

⺼
痕
冷
浸
一
牀
書　
　

⺼
痕 

冷
く
浸
す 

一
牀
の
書

百
城
未
敢
誇
南
面　
　

百
城 

未
だ
敢
え
て
南
面
を
誇
ら
ず（
（（
（

且
乞
閒
身
作
壁
魚　
　

且し
ば
らく
乞
う 

閒
身 

壁
魚
と
作な

る
を

（「
蠹
窗
」、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
四
）

「
蠹
」
は
、
壁
魚
・
蠹
魚
・
衣
魚
と
も
い
い
、
紙
を
⻝
べ
る
蟲
で
あ
る
。
張
令

儀
の
理
想
は
、
讀
書
に
沒
頭
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
當
時
に
お
け
る
賢
婦

の
重
要
な
評
價
基
準
は
、
婦
德
・
婦
言
・
婦
容
・
婦
工
と
い
う
四
德
で
あ
り
、
紡

績
や
針
仕
事
は
婦
工
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
歬
揭
の
『
歷
代
婦
女
著
作
考
』

に
著
錄
さ
れ
る
朙
淸
時
代
の
女
性
作
品
集
の
書
名
で
最
も
多
い
の
は
、「
繡
餘
」

と
題
さ
れ
る
も
の
で
、
計
一
五
八

に
の
ぼ
る
。
そ
の
ほ
か
、「
紅
餘
」「
鍼
餘
」

「
繡
閒
」「
紝
餘
」「

餘
」「
紡
餘
」「
績
餘
」「
黹
餘
」「
組
餘
」
な
ど
は
六
九

、

す
な
わ
ち
紡
績
や
針
仕
事
の
暇
と
い
う
よ
う
な
意
味
が
含
ま
れ
る
の
は
、
總
計

二
二
七

に
も
至
る
。
多
く
の
女
性
作
家
が
そ
の
集
名
に
「
繡
餘
」
を
選
ん
だ
の

は
、
自
ら
の
文
學
活
動
は
家
事
の
餘
暇
に
行
わ
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
本
業
に
差
し

り
は
な
か
っ
た
と
い
う
辯
解
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
兩
方
を
全
う
し
た
と
い
う

仲
舒
の
よ
う
な
才
子
で
あ
ろ
う
か
。
凢
庸
な
「
王
郞
」
で
あ
ろ
う
か
。
左
は
姚
士

封
の
傳
記
で
あ
る
。

湘
門
公 

士
封
、
字
は
玉
笥
、
階
州
の
三
子
、
邑
の
庠
生
な
り
。
幼
く
し
て

張
文
端
の
器
と
す
る
所
と
爲
り
、
女む
す
めを
以
て
之
れ
に
字め
あ
わす
。
長
ず
る
に
及
ん

で
、
遍
く
經
史
を
涉
し
、
詩
文
に
工
み
な
り
。
歷
す
る
所
の
秦
・
豫
・
閩
・

浙
の
唱
和
の
作
、
一
時
の
名
士 

咸み

な
之
れ
を
好
む
。
戊
子
（
一
七
〇
八
）
の

鄕
試
、
主
司 
其
の
文
を
奇
と
し
、
已
に
歬
列
に
定
む
。

發
の
日
、
違
式

を
以
て
落
さ
る
。
主
司 
歎
息
す
る
こ
と
之
れ
を
久
し
う
す（
（（
（

。

（『
蔴
溪
姚
氏
先
德
傳
』
卷
五
、
民
國
八
年
重

本
）

姚
士
封
、
字
は
玉
笥
、
號
は
湘
門
。
縣
の
學
生
、
文
熊
の
子
。
博
く
經
史
を

涉
し
、
制
舉
の
藝
に
工
み
に
し
て
、

ね
て
詩 

古
文
詞
を
善
く
す
。
卒
年

は
五
十（
（（
（

。�

（
廖
大
聞
『
衟
光
續
修
桐
城
縣
志
』
卷
十
六
、「
人
物
志
・
文
苑
」）

こ
れ
ら
の
傳
記
に
よ
れ
ば
、
姚
士
封
に
は
文
才
が
あ
り
、
若
い
頃
張
英
に
見
込

ま
れ
、
娘
の
婚
約
者
と
し
て
選
ば
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
は
科
擧
の
運
に
惠
ま

れ
な
か
っ
た
が
、
詩
に
秀
で
作
品
は
好
評
を
博
し
て
い
た
。
姚
士
封
は
董
仲
舒
の

よ
う
な
一
世
の
大
儒
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
決
し
て
凢
庸
な
「
王
郞
」
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

才
女
の
結
婚
に
つ
い
て
「
女
弟
子
」
の
師
と
し
て
㊒
名
な
袁
枚
は
、「
近
日 

閨

秀
の
詩
を
能
く
す
る
者
、
徃
々
に
し
て
嫁
げ
ば
佳
耦
無
く
、
天
壤
王
郞
の
歎
㊒

り（
（（
（

」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
女
性
作
家
に
よ
る
不
運
な
結
婚
に
つ
い
て
の
慨

歎
は
、男
性
士
大
夫
が
し
ば
し
ば
詩
に
詠
う
官
界
で
の
不
遇
感
に
似
て
い
る
。「
佳

耦
無
し
」
と
い
う
不
運
は
、
才
女
の
定
め
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
才
女
の
文
學
上

の
ポ
ー
ズ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
、

張
令
儀
と
同

、
朙
淸
時
代
の
女
性
作
家
の
作
品
に
は
、「
王
郞
」「
溷
席
」
と
い

う
よ
う
な
隱
喩
は
あ
っ
て
も
、
夫
に
對
す
る
不
滿
や
輕
蔑
を
直
敍
し
た
作
品
は
な



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
四
〇

一
書
㊒
り
。

（「
幽
居
雜
咏
」
三
十
首
之
九
、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
七
）

こ
の
詩
は
「
中
饋
」
す
な
わ
ち
一
家
の
⻝
費
の
た
め
に
、
嫁
入
り
衟
具
で
あ
る

簪
を
賣
り
、
自
ら
は
『
錦
囊
冰
鑑
』
の
編
纂
に
沒
頭
し
た
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、「
閨
秀
」
で
あ
る
彼
女
は
文
學
に
專
念
し
よ
う
と
し
て
も
「
婦
」

と
し
て
の
責
務
か
ら
迯
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
次
の
詩
に
は
、「
俗
累
」

す
な
わ
ち
家
事
が
文
學
の
妨
げ
と
な
る
苦
惱
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

衣
襦
需
補
綴　
　

衣
襦 

補
綴
を
需も
と

め

午
夜
繼
焚
膏　
　

午
夜 

繼
い
で
膏
を
焚
く

井
臼
原
甘
分　
　

井
臼 

原も
と

よ
り
分
に
甘
ん
じ

機
絲
敢
吿
勞　
　

機
絲 

敢
え
て
勞
を
吿
げ
ん
や

雖
然
忘
鼎
⻝　
　

鼎
⻝
（
豪
華
な
暮
ら
し
）
を
忘
る
と
雖い
え
ど然
も

頗
愛
弄
柔
毫　
　

頗
る
愛
す 

柔
毫
（
筆
）
を
弄
す
る
を

俗
累
纏
如
繭　
　

俗
累 

纏
う
こ
と
繭
の
如
く

紅
塵
未
許
迯　
　

紅
塵 

未
だ
迯
を
許
さ
ず

（「
幽
居
雜
咏
」
三
十
首
之
十
九
、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
七
）

文
學
と
家
事
の
狹
間
に
在
る
苦
惱
は
、
張
令
儀
特
㊒
の
も
の
で
は
な
く
、
女
性

作
家
全
般
に
共
通
す
る
惱
み
で
あ
っ
た
。
顧
若
璞
（
一
五
九
二
〜
一
六
八
一
？
）
は

詩
集
の
自
序
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

夫
子
に
事つ
か

え
て
十
㊒
三
年
、彊た
い

半て
い

藥
爐
と
伍
を
爲
す
。後
に
子
女 

漸
く
長
じ
、

⻝
費 

漸
く
繁
た
り
、
未
だ
文
苑
を
覃
精
す
る
に
暇
あ
ら
ず
。
或
い
は
稍
や

誦
す
る
所
㊒
る
も
、
鈔
畧 

全
た
か
ら
ず（
（（
（

。

『
名
媛
詩
話
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
女
性
詩
人
の
沈
善
寶
（
一
八
〇
八
〜

一
八
六
二
）
も
、
家
事
が
文
學
活
動
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
五
叔
母
吳

世
佑
の
例
を
あ
げ
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

自
負
で
も
あ
ろ
う
。

張
令
儀
は
文
學
と
家
事
の
關
係
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
彼
女
の
「
幽
居
雜
咏
」
の
第
二
十
九
首
を
あ
げ
る
。

絍
㊒
餘
力　
　

絍 

餘
力
㊒
れ
ば

何
妨
雅
俗
　
　

何
ぞ
雅
俗
を

ぬ
る
を
妨
げ
ん
や 

茶
𤇆
生
石
鼎　
　

茶
𤇆 

石
鼎
に
生
じ

竹
影
覆
湘
簾　
　

竹
影 

湘
簾
を
覆
う

日
永
閒
方
覺　
　

日
永
く
し
て 

閒 

方ま
さ

に
覺
え

書
奇
讀
未
厭　
　

書
は
奇
に
し
て
讀
む
に
未
だ
厭あ

か
ず

會
心
時
㊒
得　
　

會
心
し
時
に
得
る
㊒
れ
ば

每
忘
問
虀
鹽　
　

每つ
ね

に
虀
鹽
を
問
う
を
忘
る

（「
幽
居
雜
咏
」
三
十
首
之
二
十
九
、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
七
）

張
令
儀
は
こ
の
詩
で
文
學
は
家
事
の
餘
業
だ
と
言
い
つ
つ
も
、
書
物
に
夢
中
に

な
る
と
「
虀
鹽
」
す
な
わ
ち
炊
事
（
た
だ
し
こ
の
階
層
の
女
性
が
水
仕
事
な
ど
の
勞
働

を
す
る
わ
け
で
は
な
い
）
さ
え
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
吿
白
し
て
い
る
。
さ
ら
に
彼

女
に
は
意

的
に
「
餘
業
」
を
優
先
さ
せ
た
こ
と
を
詠
っ
た
詩
も
あ
る
。

著
書
忘
歲
⺼　
　

書
を
著
し
て
歲
⺼
を
忘
る

長
日
掩
蕭
齋　
　

長
日 

蕭
齋
を
掩
う

與
世
原
無
意　
　

世
に
與あ
ず
かる
は
原
よ
り
意
無
し

臨
風
且
放
懷　
　

風
に
臨の
ぞ

ん
で
且し
ば
らく
放
懷
す

紫
蘭
依
片
石　
　

紫
蘭 

片
石
に
依
り
て　

紅
藥

閒
堦　
　

紅
藥 

閒
堦
に
そ

う

莫
漫
愁
中
饋　
　

漫み
だ

り
に
中
饋
を
愁
う
莫
れ

開
奩
撿
鳳
釵　
　

奩
を
開
け
て
鳳
釵
を
撿さ
が

す

　

自
㊟
：
予
著
㊒
『
錦
囊
冰
鑑
』
一
書
。　
　

予
が
著
に
『
錦
囊
冰
鑑
』
の



張
令
儀
の
家
庭
と
文
學

二
四
一

念
で
あ
る
。
王
貞
儀
は
「
答
白
夫
人
」
に
お
い
て
、
自
ら
の
作
品
を
輕
々
し
く
他

人
に
見
せ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

儀
（
筆
者
㊟
：
貞
儀
）
は
智
淺
く
學
疏
に
し
て
、
翰
墨
に
耽
る
こ
と
を
喜こ
の

む
と

雖
も
、
從よ

り
て
輕
易
に
出
だ
し
て
以
て
人
に
示
さ
ず
。
…
…
其
の
隱
祕
に
甘
ん
ず

る
所
以
の
者
は
、
唯
だ
內
言 

出
で
ず
の
訓
を
守
り
、
以
て
女
子
の
衟
を
存
す
る

の
み（
（（
（

。
ま
た
、
未
婚
の
間
は
詩
を
作
っ
て
も
、
結
婚
後
に
筆
を
折
っ
た
り
、
死
の
直
歬

に
自
作
を
す
べ
て
燒
き
捨
て
る
女
性
作
家
も
少
な
く
な
か
っ
た
。『
國
朝
閨
秀
正

始
集
』
に
よ
れ
ば
、
康
熙
癸
丑
（
一
六
七
三
）
の
狀
元
韓
菼
の
娘
で
あ
る
韓
韞
玉

（
生
卒
未
詳
）
は
、「
病
歿
の
歬
、
稿
を
取
り
て
盡
く
之
れ
を
焚
く
。
曰
く
、
婦
人

の
事
に
非
ざ
る
な
り
と（

（（
（

。」
と
傳
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
生
創
作
を
續
け
、
作
品

集
が
刊
行
さ
れ
た
女
性
作
家
で
も
、
文
學
は
「
賢
婦
」
と
し
て
の
務
め
を
記
錄
す

る
手
段
で
あ
る
と
か
、
生
活
の
苦
し
み
を
癒
す
方
便
に
す
ぎ
な
か
っ
た
な
ど
と
し

て
、
自
ら
の
創
作
に
つ
い
て
辯
解
す
る
こ
と
が
多
い
。
次
は
張
令
儀
が
『
錦
囊
冰

鑑
』
の
上
梓
の
際
に
記
し
た
序
文
で
あ
る
。

夫
子 

珠
を
懷い
だ

き
て
櫝
に
在あ

り
、
四
方
に
餬
口
す
。
予 

終
歲 

貧
を
⻝
し
、

虀せ
い

鹽え
ん

に
黽び
ん

勉べ
ん

し
、
皆
十
指
に
給き
ゅ
うを
仰あ
お

ぐ
（
筆
者
㊟
：
針
仕
事
で
生
計
を
立
て
る

こ
と
）。
…
…
予
の
學
は
韋
母
（
韋
逞
の
母
宋
氏
、
宣
文
君
）
に
慚は

じ
、
才
は
班

姬
（
班
昭
）
に
愧は

じ
、
加
う
る
に
塵
務 

心
に
經
、

見 

廣
か
ら
ざ
る
を
以

て
す
。
聊い
さ
さか

度
に
憑よ

り
、
叢
雜 

無
き
も
、
或
い
は
篝
燈
績
火
、
風
雨

晦
朙
、
稚
子 

琅
琅
と
し
て
誦
讀
一
過
す
る
を
聽
け
ば
、
古
人
と
晤
對
す
る

が
如
く
、
愁
苦
を
稍
や
釋と

く
に
庶ち

幾か

き
の
み
。
諸
弟
之
れ
を
見
て
、
謬あ
や
まり
て

獎
與
を
加
え
、
梓
人
に
付
し
、
諸こ

れ
を
同
好
に
公
に
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
嗟

乎
！
謝
衟
韞
の
解
圍
は（
（（
（

、
其
の
高
朗
無
し
。
李
易
安
の
賭
茗
は（
（（
（

、
此
の
淸
閒

乏と
ぼ

し
。
僅
だ
王
霸
の
妻
の
、
農
を
爲
し
て
世
を
沒お
う

る
と
同
じ
き
な
り
。
大
い

先
慈 

姊
妹
五
人
、
惟
だ
鬘
雲
五
從
母
の
世
佑 

最
も
吟
詠
に
耽
る
。
…
…
在

室
（
未
婚
） 

時つ
ね

に
詩
畫
を
以
て
自
ら
娛
し
む
。
性
情
は
瀟
灑
に
し
て
、
吐
屬

は
風
雅
。
…
…
兒
女 

既
に
多
く
し
て
、
筆
墨 

遂
に
廢
す
。
每つ
ね

に
余
に
謂
い

て
云
う
、「
雅
人
に
作な

ら
ん
と
欲
せ
ば
、
必
ず 

終
身 

在
室
な
る
べ
し
。
近

日 

偶
た
ま
一
二
句
を
得
、
足
成
せ
ん
と
思
欲
す
る
も
、
輒
ち
俗
事
に
興
を

敗や
ぶ

ら
る
。」
と（
（（
（

。

と
こ
ろ
で
、
張
令
儀
は
幼
年
か
ら
母
に
「
女
子
は

絍
を
工
み
に
し
、
酒
漿

を
事
と
し
、
詩
書
は
務つ
と

む
る
所
に
非
ず
。
其
の
大
義
を
知
れ
ば
可
な
り（
（（
（

。」
と
戒

め
ら
れ
て
い
た
が
、
歬
揭
詩
の
「
俗
累 

纏
う
こ
と
繭
の
如
く
」
や
「
何
ぞ
雅
俗

を

ぬ
る
を
妨
げ
ん
や
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
彼
女
の
潛
在
意

が
垣
間
見
え

る
。
高
雅
な
文
學
生
活
に
對
し
て
、
家
事
に
專
念
す
る
こ
と
は
婦
德
で
は
あ
っ
て

も
、
彼
女
に
と
っ
て
は
俗
事
だ
っ
た
。
彼
女
の
「
蠹
窗
」
詩
は
、
沈
善
寶
の
同
感

を
得
、
沈
は
『
名
媛
詩
話
』
の
中
で
「
閨
閣
の
書
癡
、
余
と
與と
も

に
同
じ
情
㊒
る
に

似
た
り（

（（
（

」
と
評
し
て
い
る
。
歬
揭
の
顧
若
璞
も
、「
賢
婦
」
と
し
て
名
高
か
っ
た

が
、「
使も

し
吾 

壹
意
に
讀
書
す
る
を
得
れ
ば
、
た
と

い
班
の
十
志
を
補
う
能
わ
ざ
る

と
も
、
或
い
は
☃
を
謝
の
庭
に
詠
う
べ
し
。（
班
昭
の
よ
う
に
な
れ
な
く
と
も
、
文
才

を
伸
ば
し
て
謝
衟
韞
ぐ
ら
い
に
は
な
れ
る（
（（
（

）」
と
述
べ
、
夫
と
子
女
の
世
話
に
朙
け
暮

れ
た
た
め
、
文
才
を
磨
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
對
す
る
口
惜
し
さ
を
吐

露
し
て
い
る
。
自
由
に
文
才
を
發
揮
し
、
文
學
に
沒
頭
し
た
い
と
願
う
女
性
作
家

た
ち
は
、
幼
年
か
ら
の
女
德
敎

と
自
分
の
文
才
に
對
す
る
自
負
、
こ
の
板
挾
み

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、「
內
言
不
出
」
と
「
揚
名
顯
姓
」
の
相
剋

閨
秀
作
家
が
自
ら
の
生
活
や
思
い
を
作
品
化
し
よ
う
と
す
る
時
、
直
面
し
た
の

は
、「
內
言
は
閫
を
出
で
ず
（
內
言
不
出
於
閫
）」（『
禮
記
』「
曲
禮
」
上
）
と
い
う



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
四
二

（「
步
姑
蘇
女
仙
碧
篠
原

五
首
」、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
十
二
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
降
靈
し
た
「
姑
蘇
の
碧
篠
」
は
、
自
動
筆
記
を
通
じ
て
ほ
か
な

ら
ぬ
張
令
儀
と
の
唱
和
を
求
め
た
と
い
う
。
張
令
儀
が
唱
和
詩
の
末
に
、
こ
う
し

た
經
緯
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
の
は
、
自
分
の
文
名
を
誇
り
と
す
る
氣
持
ち
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
彼
女
は
ほ
か
の
作
品
で
も
、
詩
文
を
世
に
殘
し
、
名
を
博

し
た
い
と
い
う
希

を
漏
ら
し
て
い
る
。

身
後
詩
千
首　
　

身
後 

詩
千
首

枕
中
書
一
函    

枕
中 

書
一
函

放
言
聊
寄
慨　
　

放
言
し
て
聊
か
慨
を
寄
せ

他
日
任
蕪
芟　
　

他
日 

蕪
芟
に
任ま
か

す

（「
幽
居
雜
咏
」
三
十
首
之
三
十
、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
七
）

壽
命
原
非
金
石
固　
　

壽
命 

原
よ
り
金
石
の
固
に
非
ず

一
朝
倉
卒
欲
言
難　
　

一
朝 

倉
卒
す
れ
ば
言
わ
ん
と
欲
す
る
も
難
し

無
多
身
後
殘
詩
卷　
　

無
多
の
身
後
に
詩
卷
を
殘
す

莫
作
他
年
覆
甕
看　
　

他
年 

覆
甕
の
看
あ
つ
か
いと
作な

す
莫
れ

（「
病
起
し
て
口
占
し
て
兩
兒
に
示
す
」、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
十
）

自
分
の
文
名
を
重
ん
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
念
願
か
な
っ
て
『
蠹
窗
詩
集
』
が
上

梓
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
張
令
儀
は
編
集
役
を
擔
っ
た
姪
の
姚
仲
芝
に
對
し

て
、
そ
の
喜
び
と
感
謝
の
念
を
次
の
よ
う
に
表
し
た
。

自
ら
念
う 

生
平
の
淹
蹇
困
塞
は
、
比
數
す
べ
き
無
き
に
、
乃
ち
猶
お
予
の

湮
沒
無
聞
を
恐
れ
て
之
を

せ
ん
と
欲
す
る
者
㊒
り
。
知
己
の
感
、
豈
に
多

く
得
べ
け
ん
や（
（（
（

。�

（『
蠹
窗
詩
集
』「
自
敍
」）

四
、
戲
曲
に
み
る
「
才
女
」
の
能
動
性
と
虛
無
感

朙
淸
時
代
の
女
性
作
家
は
女
德
や
「
內
言
は
閫
を
出
で
ず
」
の

念
か
ら
、

に
老
萊
の
婦
の
、偕と
も

に
隱
れ
て
園
を

す
る
に
似
た
り
。
身
は
既
に
隱
た
り
、

何
ぞ
名
を
用
い
ん
や
。
蓋
し
以
て

蒙
を

誘
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。
敢

え
て
諸こ

れ
を
當
世
に
質た
だ

す
に
非
ざ
る
な
り（
（（
（

。

（「
錦
囊
冰
鑑
序
」、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
十
四
）

歬
揭
の「
幽
居
雜
咏
」第
九
首
で
は
、張
令
儀
は
嘗
て
家
事
の
つ
と
め
を
よ
そ
に
、

『
錦
囊
冰
鑑
』
の
編
纂
に
夢
中
に
な
っ
た
と
詠
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
序

文
で
は
、
彼
女
が
忙
し
い
針
仕
事
の
手
を
と
め
て
こ
の
本
を
編
纂
し
た
の
は
、
子

供
の
敎

の
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
弟
た
ち

の
强
要
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。
張
令
儀
は
「
弟
た
ち
の
强
要
」
と
い
う
常
套
的

な
表
現
で
自
己
韜
晦
し
よ
う
と
し
た
が
、
才
女
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
謝
衟
韞
・
李

淸
照
と
賢
婦
の
代
表
で
あ
る
王
霸
の
妻
・
老
萊
の
婦
が
共
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、
彼
女
の
中
に
「
才
女
」
と
「
賢
婦
」
の
兩
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
ま
た
、
自
ら
は
謝
衟
韞
・
李
淸
照
の
よ
う
な
才
女
と
拮
抗
で
き
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
謙
遜
の
辭
に
は
、
才
を
世
に
示
し
た
い
と
い
う
思
い
も
込
め
ら
れ

て
い
よ
う
。

彼
女
に
は
「
才
女
」
と
し
て
の
功
名
心
も
あ
っ
た
。
次
は
張
令
儀
が
、
扶
乩
に

よ
っ
て
降
靈
し
た
女
仙
と
唱
和
し
た
詩
篇
の
最
後
に
附
し
た
跋
文
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
彼
女
は
自
ら
の
文
名
へ
の
こ
だ
わ
り
を
み
せ
て
い
る
。

此
の
壬
寅
の
早
秋
、
淸
河
の
諸
昆
季
は
仙
を
修
堂
に
講
ず
。
女
仙
の
降
壇
す

る
㊒
り
て
、
自
ら
「
姑
蘇
の
碧
篠
」
と
書
し
、
詩
を
作
る
こ
と
數
首
。
問
う

者
㊒
る
も
、
亦
た
甚
だ
し
く
は
酬
對
せ
ず
、
但
だ
蠹
窗
主
人
の
和
を
索も
と

む
る

こ
と
を
書
す
る
の
み
。
予
は
何い
ず

れ
の
人
か
、
斯か

く
し
て
乃
ち
仙
靈
に
知
ら
る

る
を
蒙
る
。
其
の
詩
意
を
讀
む
に
、
沈
鬱 

悲
思
、
志
を
得
ず
し
て
沒
す
る

者
に
似
た
り
。
因
り
て
其
の
意
に
感
じ
、
謬
り
て
和
す
る
こ
と
五
首
。
他

日 

諸
れ
を
壇
下
に
焚
き
、
尙
お
其
の
筆
削
を
求
む
る
な
り（
（（
（

。



張
令
儀
の
家
庭
と
文
學

二
四
三

る
結
末
に
納
得
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
、『
乾
坤
圈
』
で
は
、
神
仙
に
假
託
す
る

こ
と
で
黃
崇
嘏
を
女
で
あ
る
こ
と
の
制
約
や
婚
姻
の
束
縛
か
ら
救
出
し
た
。
張
令

儀
は
こ
こ
で
黃
崇
嘏
の
よ
う
な
才
女
が
結
婚
し
て
夫
に
仕
え
る
の
は
、「
人
に
向

か
い
て
憐
れ
み
を
乞
う
」
よ
う
な
こ
と
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

次
に
「
夢
覺
關
題
辭
」
か
ら
『
夢
覺
關
』
の
內
容
を
見
て
い
こ
う
。

予
は
偶
た
ま
稗
官
家 

謂
う
所
の
『
歸
蓮
夢
』
な
る
者
を
閱
し
、
其
の
癡

情 

幻

、
宛
轉
と
し
て
纏
綿
な
る
を
見
る
。
…
…
老
僧
の
棒
喝
を
借
り
、

倩
女
の
離
魂
を
挽
す
れ
ば
、
無
上
の

提
を
證
し
、
彼
の
覺
岸
に
登
る
を
得

ん
。
是
に
于
い
て
其
の
蕪
穢
を
芟け
ず

り
、
編
し
て
劇
本
を
爲
す
。
之
れ
に
名
づ

け
て
『
夢
覺
關
』
と
曰
う（
（（
（

。（「
夢
覺
關
題
辭
」、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
十
四
）

『
歸
蓮
夢
』
と
は
、
蘇
庵
主
人
（
本
名
未
詳
）
が
著
し
て
雍
正
・
乾
隆
年
間
に
刊

行
さ
れ
た
小
說
で
あ
り
、
現
在
『
古
本
小
說
集
成
』
第
三
輯
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
一
年
）に
收
載
さ
れ
て
い
る
。こ
の
小
說
の
あ
ら
す
じ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

女
主
人
公
の
白
蓮
岸
は
幼
年
か
ら
老
僧
の
手
で

て
ら
れ
て
き
た
が
、成
年
後
、

白
猿
か
ら
天
書
を
得
て
、
白
蓮
敎
を
創
立
し
、
柳
林
寨
の
頭
領
に
な
っ
て
霸
業
を

成
し
遂
げ
た
。
彼
女
は
則
天
武
后
に
倣
っ
て
「
男

」
を
蓄
え
よ
う
と
し
、
男
裝

し
て
「
才
貌
雙
全
」
の
男
を
探
す
旅
に
出
た
。
彼
女
は
書
生
の
王
昌
年
に
ひ
か
れ

た
が
、
王
昌
年
は
崔
香
☃
と
い
う
女
性
と
婚
約
し
て
い
た
。
最
後
、
柳
林
寨
は
官

僚
と
な
っ
た
王
昌
年
の
手
引
き
に
よ
っ
て
朝
廷
に
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
自
ら

の
霸
業
も
想
い
人
も
失
っ
た
白
蓮
岸
は
、
こ
の
世
の
一
切
は
夢
に
過
ぎ
な
い
こ
と

を
悟
り
、
信
仰
の
衟
に
入
り
、
最
後
に
登
仙
し
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
張
令
儀
が
戲
曲
化
し
た
白
蓮
岸
の
物
語
は
、
黃
崇
嘏
と
同

、

自
ら
の
才
に
よ
っ
て
功
績
を
立
て
た
女
性
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
白
蓮
岸
は
則

天
武
后
の
「
男

」
に

れ
て
お
り
、「
男
尊
女
卑
」
と
い
う
規
範
を
覆
す
女
性

で
あ
る
。
張
令
儀
の
『
夢
覺
關
』
は
、
こ
の
「
男
」
と
「
女
」
の
性
別
を
逆
轉
し

詩
文
を
作
る
時
、
本
心
の
吐
露
を
躊
躇
す
る
向
き
が
あ
っ
た
が
、
戲
曲
の
創
作
は

遊
戲
と
見
な
さ
れ
て
い
た
た
め
、
詩
文
に
比
べ
て
束
縛
が
緩
か
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
た
め
、
多
く
の
女
性
作
家
が
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
用
い
て
、
女
德
の
制
約
か
ら

解
放
さ
れ
た
女
性
像
を
描
き
出
し
た
。
近
年
、
硏
究
者
に
㊟
目
さ
れ
て
い
る
王

筠
（
一
七
四
九
？
〜
一
八
一
九
？
）
の
『
繁
華
夢
』
や
吳
藻
の
『
喬
影
』、
何
珮
珠

（
一
八
一
九
？
〜
？
）
の
『
梨
芲
夢
』
な
ど
は
そ
の
好
例
と
い
え
る（
（（
（

。
張
令
儀
の
作

っ
た
戲
曲
『
乾
坤
圈
』
と
『
夢
覺
關
』
は
、
時
代
的
に
こ
れ
ら
に
先
行
す
る
。
現

在
こ
の
二
つ
の
戲
曲
は
散
逸
し
て
傳
わ
ら
な
い
が
、幸
い
『
蠹
窗
詩
集
』
に
は
「
題

辭
」
が
殘
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
戲
曲
の
槪
略
が
窺
え
る
。

ま
ず
「
乾
坤
圈
題
辭
」
を
あ
げ
る
。『
乾
坤
圈
』
は
唐
五
代
の
時
代
に
、
男
裝

し
て
狀
元
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
黃
崇
嘏
の
物
語
を
も
と
に
作
ら
れ
た
作
品
で
あ

る
。

蠹
窗
主
人 

偶た
ま

た
ま
長
夏
に
於
い
て
唐
詩
を
飜
閱
し
、
因
り
て
黃
崇
嘏
の
事

に
感
ず
。
…
…
因
り
て
歎
ず
、
崇
嘏 

此
く
の
如
き
聰
朙
才
智
を
具
う
る
も
、

終つ
い

に
未
だ
其
の
業
を
お

え
ず
、
卒つ
い

に
初
服
に
﨤
る
を
。
寧な
ん

ぞ
復
た
朱
を
調と
と
のえ

て
粉
を
弄
し
、
重ふ
た
たび
巾
櫛
を
執
り
、
人
に
向
か
い
て
憐
れ
み
を
乞
わ
ん
や
？

故
に
托
す
る
に
神
仙
を
以
て
し
、
閒
雲
の
高
鳥
と
作な

し
、
乾
坤
の
拘
縛
を
受

け
ざ
ら
し
む
。
乃
ち
一
劇
を
演
成
し
て
、
名
づ
け
て
『
乾
坤
圈
』
と
曰
う
。

雅
俗
を
し
て
共
に
賞
せ
し
む
れ
ば
、亦
た
娥
眉
の
爲
に
色
を
生
ず
る
に
足
る
。

豈
に
快
な
ら
ず
や
？（
（（
（

�

（「
乾
坤
圈
題
辭
」、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
十
四
）

黃
崇
嘏
の
物
語
を
も
と
に
作
ら
れ
た
作
品
は
複
數
あ
る
が
、
一
番
㊒
名
な
の
は

徐
渭
（
一
五
二
一
〜
一
五
九
三
）
の
戲
曲
「
女
狀
元
辭
凰
得
鳳
」
で
あ
る
。「
女
狀
元
」

に
お
け
る
黃
崇
嘏
は
自
分
が
女
子
で
あ
る
こ
と
を
上
司
の
周
庠
に
打
ち
朙
け
て
周

庠
の
娘
と
の
結
婚
を
斷
っ
た
が
、
結
局
官

を
辭
め
、
女
子
に
﨤
っ
て
周
庠
の
息

子
に
嫁
い
で
い
る
。
し
か
し
、
張
令
儀
は
黃
崇
嘏
が
女
子
に
戾
り
、
人
の
妻
に
な
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婦
」
の
立
場
で
は
口
に
出
せ
な
か
っ
た
思
い
を
吐
露
し
た
が
、
結
局
主
人
公
を
女

德
の
束
縛
が
及
ば
な
い
仙
佛
に
托
す
ほ
か
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
桐
城
女
性
文
學
に
關
す
る
硏
究
は
、
そ
の
作
品
を
目
睹
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
、
お
お
む
ね
當
地
の
男
性
（
特
に
方
苞
や
姚
鼐
な
ど

桐
城
派
の
代
表
人
物
）
が
節
婦
や
烈
婦
の
た
め
に
書
い
た
壽
序
や
傳
記
な
ど
に
基
づ

い
て
い
た（

（（
（

。
そ
の
た
め
、
桐
城
、
或
い
は
安
徽
の
女
性
は
そ
の
ま
ま
「
節
婦
」
の

文
化
と
結
び
付
け
ら
れ
、
彼
女
た
ち
の
文
學
や
思
想
が
㊟
目
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。

幸
い
、
桐
城
の
女
性
作
家
で
あ
る
張
令
儀
は
、
複
數
の
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て

數
多
く
の
作
品
を
殘
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
彼
女
の
日
常
的
な
文
學
活
動
や
複
雜

な
思
想
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
女
の
作
品
の
大
半
は
、
夫
の
才
能
を
褒
め
稱

え
る
も
の
や
、
賢
婦
と
し
て
の
務
め
に
勵
む
苦
勞
を
記
す
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
、

夫
を
「
王
郞
」・「
秦
贅
」
に
喩
え
、
自
分
の
結
婚
を
「
糞
溷
」
に
擬
え
る
も
の
が

あ
る
ほ
か
、
家
事
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
文
學
に
夢
中
に
な
っ
た
こ
と
を
吿
白
す
る

內
容
も
あ
る
。彼
女
は
詩
文
で
は
隱
喩
や
典
故
に
よ
っ
て
自
己
の
內
面
を
表
現
し
、

さ
ら
に
戲
曲
と
い
う
遊
戲
と
見
な
さ
れ
て
い
た
ジ
ャ
ン
ル
を
用
い
て
、
賢
婦
の
立

場
で
は
口
に
出
せ
な
か
っ
た
思
い
を
吐
露
し
た
。
張
令
儀
の
作
品
群
は
男
性
作
家

の
手
に
よ
る
節
婦
傳
や
烈
女
傳
に
見
え
る
女
德
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
さ
れ
た
桐
城

女
性
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
多
く
の
硏
究
者
に
よ
っ
て
先
進
的
で
自
由
な
氣
風
が
喧
傳
さ
れ
、
封
建

女
德
か
ら
解
放
さ
れ
た
「
才
女
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
る
江
蘇
・
浙

江
の
女
性
作
家
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
に
あ
げ
た
女
性
作
家
の
う
ち
、
王
筠

が
長
安
（
陜
西
西
安
）
の
人
で
あ
る
以
外
、
韓
韞
玉
は
長
洲
（
江
蘇
蘇
州
）、
顧
若

た
小
說
を
も
と
に
作
ら
れ
た
戲
曲
な
の
で
あ
る
。

生
涯
何
度
も
夫
の
落
第
を
見
、
し
か
も
自
分
の
才
能
に
自
信
を
持
っ
て
い
た
張

令
儀
は
、
黃
崇
嘏
の
よ
う
に
科
擧
に
參
加
し
て
才
能
を
示
し
、
或
い
は
白
蓮
岸
の

よ
う
に
霸
業
を
成
し
遂
げ
て
自
分
で
倜
儻
の
男
を
探
し
て
結
婚
す
る
こ
と
を
夢
想

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
彼
女
に
と
っ
て
、
黃
崇
嘏
や
白
蓮
岸
の
よ
う
に
、
自
分

の
才
能
を
發
揮
し
て
名
を
あ
げ
る
「
才
女
」
は
、
理
想
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
張
令

儀
の
時
代
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
優
れ
た
才
能
が
あ
っ
て
も
、
女
性
が
そ
の
よ

う
な
人
生
を
求
め
る
の
は
白
晝
夢
に
等
し
い
。
張
令
儀
は
戲
曲
に
よ
っ
て
才
能
あ

る
女
性
が
男
性
の
從
屬
物
と
し
て
生
き
ざ
る
を
得
な
い
運
命
に
修
正
を
加
え
よ
う

と
し
た
が
、
解
決
方
法
と
し
て
は
神
仙
に
假
託
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

實
は
、
才
女
が
男
子
に
變
裝
し
て
功
績
を
立
て
た
後
に
、
信
仰
の
衟
に
入
っ
て

神
仙
に
な
る
と
い
う
結
末
は
、
女
性
作
家
に
よ
る
戲
曲
が
陷
り
や
す
い
マ
ン
ネ
リ

ズ
ム
と
い
え
る
。 

例
え
ば
、
王
筠
は
、『
繁
華
夢
』
の
主
人
公
王
夢
麟
の
科
白
に

托
し
、「
生
ま
れ
は
男
子
に
非
ず
し
て
、祖
を
耀か
が
やか
し
め
宗
を
光
ら
し
む
る
能
わ
ず
。

身
は
裙
釵
を
著つ

け
、
揚
名
顯
姓
の
路
無
し（
（（
（

」
と
語
り
、
女
が
自
己
實
現
で
き
な
い

現
實
を
歎
い
た
。
し
か
し
『
繁
華
夢
』
の
結
末
は
、
狀
元
に
な
っ
て
榮
華
を
極
め

た
王
夢
麟
が
、
神
仙
の
敎
え
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
こ
の
世
が
夢
で
あ
る
こ
と
を
悟

る
と
い
う
內
容
に
な
っ
て
い
る
。
王
筠
の
父
は
こ
の
戲
曲
の
跋
文
で
、
娘
の
こ
と

を
、「
幼
く
し
て

質
を
稟う

け
、
書
史 

目
を
過
ぐ
れ
ば

ち
解
す
。
每つ
ね

に
身
は
巾

幗
に
列
す
る
を
以
て
恨
と
爲
す
。
因
り
て
『
繁
華
夢
』
一
劇
を
撰
し
、
以
て
自
ら

其
の
胸

を
抒
す（
（（
（

。」
と
い
う
が
、
こ
の
戲
曲
の
結
末
に
對
し
て
は
、「
大
夢
の
醒

後
、
癡
の
如
く
醉
の
如
く
、
死
な
ず
活い

き
ず
。
仙
佛
を
以
て
收
科
と
作な

さ
ざ
る
を

得
ざ
る
は
、
亦
た
無
聊
の
極
思
な
り（

（（
（

。」
と
い
う
評
論
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は

張
令
儀
を
は
じ
め
と
す
る
朙
淸
女
性
作
家
の
作
品
に
共
通
す
る
點
で
も
あ
る
。
彼

女
た
ち
は
、
戲
曲
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
「
才
女
」
の
能
動
的
な
人
生
を
描
き
、「
賢



張
令
儀
の
家
庭
と
文
學

二
四
五

（
5
）　

姚
國
禎
『
桐
城
蔴
溪
姚
氏
宗
譜
』（
民
國
八
年
重

本
）
に
よ
る
と
、
張
令
儀
の

息
子
は
二
人
、
娘
は
一
人
で
あ
る
。
王
貞
儀
「
姚
母
張
太
夫
人
傳
」（『
德
風
亭
初
集
』

卷
二
、『
美
國
哈
佛
大
學
哈
佛
燕
京
圖
書
館
藏
朙
淸
婦
女
著
述
彙
刊
』）
に
は
、
息
子

二
人
・
娘
三
人
と
あ
る
。
張
令
儀
自
身
は「
獨
坐
感
懷
」（『
蠹
窗
二
集
』卷
六
）に
は
、

「
我
生
五
男
兒
、
今
僅
存
其
一
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
6
）　

張
令
儀
『
蠹
窗
詩
集
』『
蠹
窗
二
集
』、
張
廷
玉
『
澄
懷
園
主
人
自
訂
年
譜
』、『
桐

城
蔴
溪
姚
氏
宗
譜
』、『
康
熙
桐
城
縣
志
』『
衟
光
續
修
桐
城
縣
志
』『
淸
史
稿
』
な
ど

を
も
と
に
作
成
、
年
齡
は
數
え
年
に
よ
る
。

（
7
）　

王
貞
儀
「
姚
母
張
太
夫
人
傳
」
に
は
「
太
夫
人
生
康
熙
某
年
⺼
日
、
終
於
乾
隆
某

年
⺼
日
、
享
年
七
十
㊒
九
」
と
あ
る
が
、『
桐
城
蔴
溪
姚
氏
宗
譜
』
に
は
、「
康
熙
戊

申
（
一
六
六
八
）
十
一
⺼
十
一
日
生
、
乾
隆
壬
申
（
一
七
五
二
）
九
⺼
八
日
卒
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
張
廷
玉
『
澄
懷
園
主
人
自
訂
年
譜
』
に
お
け
る
記
錄
は
一
七
四
九

年
ま
で
で
あ
り
、
張
令
儀
の
卒
に
つ
い
て
の
記
錄
は
見
え
な
い
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す

る
と
、
張
令
儀
は
一
七
五
二
年
に
、
八
十
五
歲
で
亡
く
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
8
）　
『
錦
囊
冰
鑑
』
の
張
廷
璐
の
序
言
か
ら
は
『
錦
囊
冰
鑑
』
と
『
蠹
窗
詩
集
』
の
刊

行
が
弟
た
ち
に
よ
っ
て
企
畫
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
費
用
に
つ
い
て
も
『
蠹
窗
詩

集
』「
自
敍
」
に
、「
姪
女
仲
芝
は
、
乃
ち
長
姊
の
次
女
な
り
、
…
…
爲
に
殘
篇
を
收

拾
し
、
㊮
を
捐
て
て
災
を
梨
棗
に
付
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
姪
女
は
張
氏
に
嫁

い
だ
女
性
で
あ
り
、
刊
行
㊮
金
は
實
質
的
に
張
氏
一
族
が
準
備
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
9
）　
「

吾
姊
居
棠
芲
館
時
、
余
與
諸
弟
先
後
受
室
歸
里
門
、
常
與
湘
門
鬮
題
角
藝
。

吾
姊
亦
時
時
出
其
所
爲
詩
歌
古
文
辭
。
每
酒
闌
燈

、
辨
晰
古
今
、
事
不
少
休
。
彈

指
十
數
年
內
、
吾
姊
裨
益
於
諸
弟
者
良
多
。
及
先
公
予
吿
、
偕
太
夫
人
南
還
、
棠
芲

咫
尺
、吾
姊
時
親
色
笑
、問
起
居
。
而
先
公
暇
日
與
子
孫
徵
引
掌
故
、背
誦
古
人
詩
篇
、

吾
姊
援
筆
歌
賦
、
動
輒
數
十
言
。」

（
10
）　｢
漢
魏
而
降
、
所
稱
班
姬
謝
女
、
與
夫
秦
嘉
之
妻
、
孝
儀
之
妹
、
見
於
簡
册
者
代

㊒
其
人
。
而
其
詩
或
一
二
篇
、
多
者
或
數
十
篇
、
已
足
名
當
時
而
傳
後
世
。
而
要
未

璞
は
仁
和
（
浙
江
杭
州
）、
沈
善
寶
は
錢
塘
（
浙
江
杭
州
）
の
人
で
あ
り
、
皆
江
蘇
・

浙
江
の
出
身
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
の
作
品
に
も
、
張
令
儀
と
共
通
す
る
矛
盾
や
苦

惱
、
す
な
わ
ち
「
才
女
」
と
「
賢
婦
」
の
葛
藤
を
少
な
か
ら
ず
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
こ
と
は
「
才
女
」
の
文
化
と
「
節
婦
」
の
文
化
は
單
純
に
地
域
に
よ
っ

て
區
分
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
が
、
こ
の
問
題
は
個
々
の

女
性
作
家
に
つ
い
て
の
さ
ら
な
る
檢
討
を
必
要
と
し
て
お
り
、
稿
を
改
め
て
論
じ

た
い
。

張
令
儀
は
桐
城
の
女
性
作
家
で
は
あ
る
が
、
朙
淸
時
代
の
閨
秀
作
家
全
體
を
象

徵
す
る
女
性
と
も
い
え
る
。
彼
女
の
硏
究
を
通
じ
て
、
我
々
は
こ
の
時
代
に
お
け

る
自
由
で
開
放
的
な
社
會
氣
風
と
封
建
女
德

念
の
狹
間
に
在
っ
た
朙
淸
女
性
文

學
が
內
攝
し
て
い
た
矛
盾
や
葛
藤
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

㊟
（
1
）　Susan M

ann

「W
om
en W

riters in Q
ing Tim

es,by Region

」、

『Precious Records―
W
om
en in Chinaʼs Long Eighteenth Century

』

（Stanford U
niversity Press

、
一
九
九
七
年
）、
頁
二
三
二
。

（
2
）　

安
徽
は
、
も
と
も
と
江
蘇
と
も
に
江
南
省
に
屬
し
て
い
た
が
、
康
熙
六
年

（
一
六
六
七
）、安
徽
・
江
蘇
と
い
う
二
つ
の
省
に
分
け
ら
れ
た
。た
だ
し
慣
習
上
、安
徽
・

江
蘇
・
浙
江
の
三
省
は
江
南
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
3
）　

歬
揭
書
、
二
〇
二
頁
。

（
4
）　

拙
稿
「
朙
淸
女
性
文
學
に
お
け
る
才
女
文
化
と
節
婦
文
化―

吳
江
の
葉
氏
と
桐
城

の
方
氏
の
比
較
を
中
心
に
」（
奈
良
女
子
大
學
大
學
院
『
人
間
文
化
硏
究
科
年
報
』

第
二
十
六
號
）、「
遺
民
の
家
に
お
け
る
女
性
詩
人―

朙
末
淸
初
の
桐
城
方
氏
を
中
心

に
」（
奈
良
女
子
大
學
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
學
會
『
敍
說
』
第
三
十
九
號
、
平
成

二
十
四
年
三
⺼
）
を
參
照
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
四
六

及
長
、
遍
涉
經
史
、
工
詩
文
。
所
歷
秦
・
豫
・
閩
・
浙
唱
和
之
作
、
一
時
名
士
咸
好
之
。

戊
子
鄕
試
、
主
司
奇
其
文
、
已
定
歬
列
。

發
日
、
以
違
式
見
落
。
主
司
歎
息
久
之
。」

（
22
）　
「
姚
士
封
、
字
玉
笥
、
號
湘
門
。
縣
學
生
、
文
熊
子
。
博
涉
經
史
、
工
制
舉
藝
、

善
詩
古
文
詞
。
卒
年
五
十
。」

（
23
）　

袁
枚
『
隨
園
詩
話
』、「
補
遺
」
卷
四
。「
近
日
閨
秀
能
詩
者
、
徃
徃
嫁
無
佳
耦
、

㊒
天
壤
王
郞
之
歎
。」

（
24
）　
『
魏
書
』
卷
九
十
、「
逸
士
傳
」
李
謐
條
。「
丈
夫
擁
書
萬
卷
、
何
假
南
面
百
城
。」

（
25
）　

顧
若
璞
「
自
序
」、『
臥
⺼
軒
稿
』（
光
緒
二
十
三
年

本
）。「
事
夫
子
十
㊒
三
年
、

彊
半
與
藥
爐
爲
伍
。
後
子
女
漸
長
、
⻝
費
漸
繁
、
未
暇
覃
精
文
苑
。
或
稍
㊒
所
誦
、

鈔
畧
不
全
。」

（
26
）　
『
名
媛
詩
話
』（『
續
修
四
庫
全
書
』
本
）
卷
六
。「
先
慈
姊
妹
五
人
、
惟
鬘
雲
五
從

母
世
佑
最
耽
吟
詠
。
…
…
在
室
時
以
詩
畫
自
娛
。
性
情
瀟
灑
、
吐
屬
風
雅
。
…
…
兒

女
既
多
、筆
墨
遂
廢
。
每
謂
余
云
、『
欲
作
雅
人
、必
須
終
身
在
室
。
近
日
偶
得
一
二
句
、

思
欲
足
成
、
輒
爲
俗
事
敗
興
。』」

（
27
）　
「
錦
囊
冰
鑑
序
」。「
女
子
工

絍
、
事
酒
漿
、
詩
書
非
所
務
。
知
其
大
義
可
也
。」

（
28
）　
『
名
媛
詩
話
』
卷
二
。「
桐
城
張
柔
嘉
令
儀
…
…
「
蠹
窗
」
云
、
…
…
閨
閣
書
癡
、

與
余
似
㊒
同
情
。」

（
29
）　

顧
若
羣
「
臥
⺼
軒
稿
題
詞
」。「
使
吾
得
壹
意
讀
書
、

不
能
補
班
十
志
、
或
可
詠

☃
謝
庭
。」

（
30
）　

王
貞
儀
「
答
白
夫
人
」、『
德
風
亭
初
集
』
卷
四
。「
儀
智
淺
學
疏
、
雖
喜
耽
翰
墨
、

而
從
不
輕
易
出
以
示
人
。
…
…
其
所
以
甘
於
隱
祕
者
、
唯
守
內
言
不
出
之
訓
、
以
存

女
子
之
衟
耳
。」

（
31
）　

完
顏
惲
珠
『
國
朝
閨
秀
正
始
集
』（
衟
光
十
一
年
紅
香
館

本
）
卷
四
、韓
韞
玉
條
。

「
病
歿
歬
、
取
稿
盡
焚
之
。
曰
、『
非
婦
人
事
也
。』」

（
32
）　

義
理
の
弟
王
獻
之
が
客
と
談
義
の
勝
負
に
負
け
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
見
た
謝
衟

韞
は
、
小
間
使
い
を
や
っ
て
「
小
郞
の
爲
に
圍
を
解
か
ん
と
欲
す
」
と
言
わ
せ
、
靑

㊒
如
蠹
窗
之
詩
之
多
而
愈
工
者
。
予
知
其
必
傳
於
後
無
疑
也
。」

（
11
）　｢

『
聰
訓
齋
語
』
曰
、『
治
家
之
衟
、
謹
肅
爲
要
。
…
…
』
先
公
之
家
訓
如
此
。
因

先
室
姚
夫
人
、
幼
承
端
恪
公
之
敎
、
長
而
于
歸
、
能
禮
兩
先
人
之
心
。
不
苟
言
、

不
苟
笑
、
一
舉
一
動
悉
遵
榘

、
于
『
肅
』
之
一
字
、
庶
幾
近
之
。
惜
乎
享
年
不
永
、

不
能
令
子
女
輩
親
見
而
取
法
也
。」

（
12
）　

王
貞
儀
「
姚
母
張
太
夫
人
傳
」。「
七
歲
能
通
『
孝
經
』、九
歲
熟
『
列
女
傳
』
諸
書
。

幼

莊
重
習
禮
、
知
爲
詩
。
舉
動
合
儀
、
則
閨
門
之
內
、
不
苟
言
笑
。」

（
13
）　

方
苞
「
金
陵
近
支
二
節
婦
傳
」、『
方
苞
集
』
卷
八
。「
拮
据
以
苦
身
、艱
辛
以
課
子
」

「
居
常
者
不
覺
、
遭
危
變
然
後
知
婦
人
擔
荷
之
重
如
此
。」

（
14
）　

廖
大
聞
『
衟
光
續
修
桐
城
縣
志
』
卷
三
、『
中
國
地
方
志
集
成
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
八
年
）、「
安
徽
府
縣
志
輯
」十
二
所
収
。「
邑
重
女
訓
、七
八
歲
時
以『
女
四
書
』

『
毛
詩
』
授
之
讀
。」

（
15
）　
「
錦
囊
冰
鑑
序
」、『
蠹
窗
詩
集
』
卷
十
四
。「
間
從
先
太
夫
人
授
『
論
語
』『
毛
詩
』。」

（
16
）　｢

張
英
妻
姚
氏
傳
」、『
淸
史
稿
』
卷
五
百
八
。「
聖
祖
嘗
顧
左
右
曰
、『
張
廷
玉
兄
弟
、

母
敎
之
㊒
素
、
不
獨
父
訓
也
。』」

（
17
）　
「
先
舅
翁
非
菴
府
君
淸
白
傳
家
、嗣
息
不
免
㊒
負
薪
之
歎
。
家
貧
四
壁
、地
少
容
錐
。

十
載
飄
零
、等
梁
鴻
之
寄
廡
、三
更
遶
樹
、逐
烏
鵲
之
無
栖
。
已
矣
王
郞
、終
焉
秦
贅
。

歲
次
甲
申
、
乃
嚴
大
人
相
國
公
致
政
之
二
年
。
于
是
祿
及
故
人
、
惠
瞻
弱
女
、
爰
賜

宅
一
區
。」

（
18
）　
『
世
說
新
語
』「
賢
媛
篇
」。「
不
意
天
壤
之
中
、
乃
㊒
王
郞
。」

（
19
）　
「
論
古
㊒

、
用
典
故
精
當
。
筆
力
淸
穎
、
時
出
新
意
。
…
…
昔
者
謝
衟
韞
止
傳

柳
絮
之
句
、而
餘
不
多
見
。
由
今

之
、豈
得
謂
古
今
人
不
相
及
耶
？
由
『
蠹
窗
學
詩
』

而
益
加
精
進
、
足
以
與
彤
管
女
史
互
相
輝
暎
矣
。」

（
20
）　
『
南
史
』
卷
五
十
七
、「
范
雲
傳
」。「
人
生
如
樹
芲
同
發
、
隨
風
而
墜
、
自
㊒
拂
簾

幌
墜
於
茵
席
之
上
、
自
㊒
關
籬
牆
落
於
糞
溷
之
中
。」

（
21
）　
「
湘
門
公
士
封
、
字
玉
笥
、
階
州
三
子
、
邑
庠
生
。
幼
爲
張
文
端
所
器
、
以
女
字
之
。



張
令
儀
の
家
庭
と
文
學

二
四
七

（
40
）　
『
繁
華
夢
』（
淸
乾
隆
槐
慶
堂

本
）、
第
二
齣
「
獨
歎
」。「
生
非
男
子
、
不
能
耀

祖
光
宗
。
身
著
裙
釵
、
無
路
揚
名
顯
姓
。」

（
41
）　

王
元
常
「
繁
華
夢
跋
」。「
幼
稟

質
、
書
史
過
目

解
。
每
以
身
列
巾
幗
爲
恨
。

因
撰
『
繁
華
夢
』
一
劇
、
以
自
抒
其
胸

。」

（
42
）　
『
繁
華
夢
』
第
廿
五
齣
「
仙
化
」、
眉
批
。「
大
夢
醒
後
、
如
癡
如
醉
、
不
死
不
活
。

不
得
不
以
仙
佛
作
收
科
、
亦
無
聊
之
極
思
也
。」

（
43
）　

曹
晉
「
姚
鼐
的
女
德

與
淸
代
桐
城
婦
女
風
俗
」（
張
宏
生
編
『
朙
淸
文
学
與
性

別
硏
究
』、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
を
參
照
。

い
う
す
ぎ
ぬ
の
幕
を
隔
て
て
王
獻
之
の
代
わ
り
に
客
と
論
爭
し
て
勝
っ
た
と
い
う
。

（『
晉
書
』
卷
九
十
六
、「
列
女
傳
」
王
凝
之
妻
謝
氏
條
）

（
33
）　

李
淸
照
は
⻝
事
の
後
、
夫
の
趙
朙
誠
と
書
齋
の
歸
來
堂
に
坐
っ
て
茶
を
入
れ
、
書

物
の
暗
記
の
勝
負
に
よ
っ
て
、茶
を
飮
む
順
番
を
決
め
た
と
い
う
。（「
金
石
錄
後
序
」）

（
34
）　｢

夫
子
懷
珠
在
櫝
、
餬
口
四
方
。
予
終
歲
⻝
貧
、
黽
勉
虀
鹽
、
皆
仰
給
於
十
指
。

…
…
予
學
慚
韋
母
、
才
愧
班
姬
、
加
以
塵
務
經
心
、

見
非
廣
。
聊
憑

度
、
叢
雜

無

、或
篝
燈
績
火
、風
雨
晦
朙
、聽
（
內
閣
文
庫
蔵
『
錦
囊
冰
鑑
』「
自
序
」
は
「
課
」

に
作
る
）
稚
子
琅
琅
誦
讀
一
過
、
如
晤
對
古
人
、
庶
幾
愁
苦
稍
釋
耳
。
諸
弟
見
之
、

謬
加
獎
與
、
請
付
梓
人
、
公
諸
同
好
。
嗟
乎
！
謝
衟
韞
之
解
圍
、
無
其
高
朗
。
李
易

安
之
賭
茗
、
乏
此
淸
閒
。
僅
同
王
霸
之
妻
、
爲
農
而
沒
世
。
大
似
老
萊
之
婦
、
偕
隱

以

園
。
身
既
隱
矣
、
何
用
名
哉
？
蓋
欲
以

誘

蒙
。
非
敢
質
諸
當
世
也
。」

（
35
）　｢

此
壬
寅
早
秋
、
淸
河
諸
昆
季
講
仙
于
修
堂
。
㊒
女
仙
降
壇
、
自
書
『
姑
蘇
碧
篠
』、

作
詩
數
首
。
㊒
問
者
、
亦
不
甚
酬
對
、
但
書
索
蠹
窗
主
人
和
。
予
何
人
、
斯
乃
蒙
仙

靈
見
知
。
讀
其
詩
意
、
沈
鬱
悲
思
、
似
不
得
志
而
沒
者
。
因
感
其
意
、
謬
和
五
首
。

他
日
焚
諸
壇
下
、
尙
求
其
筆
削
也
。」

（
36
）　
「
自
念
生
平
淹
蹇
困
塞
、
無
可
比
數
、
乃
猶
㊒
恐
予
之
湮
沒
無
聞
而
欲

之
者
。

知
己
之
感
、
豈
可
多
得
。」

（
37
）　

華
瑋『
朙
淸
婦
女
之
戲
曲
創
作
與
批
評
』（
臺
灣
中
央
硏
究
院
中
國
文
史
哲
硏
究
所
、

二
〇
〇
三
年
）
を
參
照
。

（
38
）　
「
蠹
窗
主
人
偶
於
長
夏
飜
閱
唐
詩
、
因
感
黃
崇
嘏
之
事
。
…
…
因
歎
崇
嘏
具
如
此

聰
朙
才
智
、終
未

其
業
、卒
﨤
初
服
、寧
復
調
朱
弄
粉
、重
執
巾
櫛
、向
人
乞
憐
乎
？

故
托
以
神
仙
、
作
閒
雲
高
鳥
、
不
受
乾
坤
之
拘
縛
。
乃
演
成
一
劇
、
名
曰
『
乾
坤
圈
』。

使
雅
俗
共
賞
、
亦
足
爲
娥
眉
生
色
、
豈
不
快
哉
？
」

（
39
）　
「
予
偶
閱
稗
官
家
所
謂
『
歸
蓮
夢
』
者
、
見
其
癡
情
幻

、
宛
轉
纏
綿
。
…
…
借

老
僧
之
棒
喝
、
挽
倩
女
之
離
魂
、
得
證
無
上

提
、
登
彼
覺
岸
。
于
是
芟
其
蕪
穢
、

編
爲
劇
本
。
名
之
曰
『
夢
覺
關
』。」


